
環 境 用 語 解 説 

 

【一般】 

［環境基準］ 

 人の健康を保護し、生活環境を保全するうえで維持されることが望ましい基準を言う。 

 現在、大気汚染、水質汚染、騒音、航空機騒音及び新幹線鉄道騒音に係る環境基準が定められて

いる。 

 

［ＰＰＭ］ 

 ｐａｒｔｓ ｐｅｒ ｍｉｌｌｉｏｎの略。１００万分の１を表す単位で、濃度や含有率を示す

容量比、重量比のこと。１ｐｐｍとは、大気汚染物質の濃度表示では大気１㎥の中にその物質が１

㎤含まれていること、また、水質汚濁物質の濃度表示では水１ｋｇの中にその物質が１ｍｇ含まれ

ていること。 

 

［濃度の単位］ 

記 号 語    意 例 

ｐｐｍ Parts per million 百万分の１ ｍｇ／ｋｇ、μｇ／ｇ、ｍℓ／ｋℓ 

ｐｐｂ Parts per billion 十億分の１ μｇ／ｋｇ、ｎｇ／ｇ 

ｐｐｔ Parts per trillion 一兆分の１ ｎｇ／ｋｇ、ｐｇ／ｇ 

 

［質量単位］ 

記 号 単  位 グ ラ ム 数   

１ℓ＝1,000mℓ＝10dℓ 

   ＝1,000cc 

１dℓ＝100mℓ＝100cc 

１cc＝１㎤＝１mℓ 

１m＝100cm 

ｋ ｇ ｋｉｌｏｇｒａｍ １０³（thousand） 

  ｇ ｇｒａｍ  １ 

 ｍ ｇ ｍｉｌｌｉｇｒａｍ １０⁻³（thousandth） 

 μ ｇ ｍｉｃｒｏｇｒａｍ １０⁻⁶（millionth） 

 ｎ ｇ ｎａｎｏｇｒａｍ １０⁻⁹（billionth） 

 ｐ ｇ ｐｉｃｏｇｒａｍ １０⁻¹² 

 

［標準状態］ 

 ガスの容積は同一重量であっても、温度と圧力によって変化するのでガス量やガスの中の物質の

濃度を表すとき、温度と圧力を同一条件に換算した容積を使用する。この温度０℃、圧力１気圧の

状態を標準状態と言い、記号Ｎ（Ｎｏｒｍａｌ）の略で表す。 

 

［Ｎ㎥／ｈ（ノルマル立方メートル毎時）］ 

 温度が０℃、圧力が１気圧の状態に換算した時間当たりの排出量等を表す単位。 

 

［ＮＤ］ 

 分析方法によって定量できる下限の値未満を表す。（定量下限値未満） 

 

【大気】 

［硫黄酸化物（ＳＯx）］ 

 石油などの硫黄分を含んだ燃料が燃焼して生じる汚染物質である。一般的に燃焼過程で発生する

のは大部分が二酸化硫黄（ＳＯ₂：亜硫酸ガス）であり、無水硫酸（ＳＯ₃）が若干混じる。環境基

準は、二酸化硫黄（ＳＯ₂）について定められている。 

 硫黄酸化物は、人の呼吸器に影響を与えたり、植物を枯らしたりする。 

 



［窒素酸化物（ＮＯx）］ 

 窒素酸化物は、石油、ガス等の燃焼に伴って発生し、その発生源は工場、自動車、家庭の厨房施

設等、多種多様である。 

 燃焼の過程では一酸化窒素（ＮＯ）とし排出されるが、これが徐々に大気中の酸素と結びついて

二酸化窒素（ＮＯ₂）となる。 

 環境基準は二酸化窒素について定められている。 

 窒素酸化物は人の呼吸器に影響を与えるだけでなく、光化学スモッグの原因物質の一つとなる。 

 

［塩化水素（ＨＣℓ）］ 

 塩素（Ｃℓ）と水素（Ｈ）との化合物である。無色の刺激臭を持つ気体で、水によく溶けて塩酸

となる。発生源としては、原料として塩酸を使う化学工場や塩酸製造工場がある。 

 都市ごみの中には塩化ビニール等の塩素化合物が含まれているため、ごみの燃焼によって発生す

る。 

 

［浮遊ふんじん・ばいじん・浮遊粒子状物質］ 

 大気中に浮遊している粒子状の物質をふんじんと言う。浮遊ふんじんには機械的な操作例えばも

のの粉砕、研磨などによって生じたもの（粉塵）と燃焼によって生じるすすのようなもの（ばいじ

ん）がある。しかし、浮遊ふんじんの中で粒径の小さいものは空気中に長時間滞留すると、気道又

は肺胞に沈着しやすいことから、粒径１０ミクロン（１ｃｍの１０００分の１）以下のものを浮遊

粒子状物質（ＳＰＭ：ｓｕｓｐｅｎｄｅｄ ｐａｒｔｉｃｕｌａｔｅ ｍａｔｔｅｒ）と定義して

いる。 

 

［ばいじん］ 

 大気汚染防止法において、「燃料その他の物の燃焼又は熱源として電気の使用に伴って発生する

もの」と規定している。 

 

［降下ばいじん］ 

 大気中の汚染物質のうち自己の重量により、または雨滴に含まれて地上に落下する煤煙、粉塵等

を言う。 

 

［酸素濃度１２％換算］ 

 排ガス中の汚染物質の濃度は、汚染物質の濃度が一定であれば、排ガス量が大きくなるほど小さ

くなる。例えば、排ガス中に過剰な空気が入り、ガス量が２倍になったとすると、汚染物質の濃度

は２分の１に薄まる。そこで排ガス中の汚染物質の濃度を表すときには、排ガスの濃度を標準状態

に換算するとともに酸素濃度も同一条件にする。 

 ごみ焼却工場の場合は、酸素濃度１２％換算と定められている。 

 

［乾きガスと湿りガス］ 

 排ガス中には、燃料に含まれていた水分や燃焼中に発生した水分が水蒸気の状態で含まれている。

この水蒸気を含んだガスを湿りガス、含まないガスを乾きガスと言う。 

 排ガスのガス組成は乾きガス中の組成割合で示される。 

 

【振動・騒音】 

［振動レベル］ 

 振動の加速度レベルに振動感覚補正を加えたもので、単位としてはｄＢ（デシベル）が用いられ

る。通常振動感覚補正回路を持つ公害振動計により測定した値である。 

 

 

 



［騒音レベル］ 

 ＪＩＳに規定される騒音計で測定して得られるホン又はｄＢ（デシベル）数であり、騒音の大き

さを表すものである。一般には騒音計の聴感補正回路Ａ特性で測定した値をホン又はｄＢ（Ａ特性

で表す）騒音の規制基準等はすべて騒音レベルによる。 

 ここで騒音レベルとその例は下記の表のとおりである。 

騒音レベル 事   例 

８０ｄＢ  地下鉄の車内 

７０ｄＢ  電話のベル、騒々しい事務所の音 

６０ｄＢ  静かな乗用車、普通の会話 

５０ｄＢ  静かな乗用車 

４０ｄＢ  市内の深夜、図書館 

３０ｄＢ  郊外の深夜、ささやき声 

 

［９０％上端値（Ｌ₅：５パーセント時間率騒音レベル）］ 

 騒音レベルがあるレベル以上である時間が実測時間の５パーセントを占める場合、そのレベルを

５パーセント時間率騒音レベル又は９０パーセントレンジの上端値と言う。（測定データを小さい

順に並び替えて同じ騒音レベルの測定度数を求めこれを順次加えて累積度数を求め、これから累積

度数曲線を描き求める） 

 

［８０％上端値（Ｌ₁₀：１０パーセント時間率騒音レベル）］ 

 騒音レベルがあるレベル以上である時間が実測時間の１０パーセントを占める場合、そのレベル

を１０パーセント時間率騒音レベル又は８０パーセントレンジの上端値と言う。 

 

［暗騒音（環境騒音）］ 

 特定の音を対象とする場合に、対象とする騒音がないときのその場所における騒音を対象の音に

対して暗騒音と言う。 

 

【臭気】 

［三点比較式臭袋法］ 

 臭気を人の鼻（嗅覚）で測定するいわゆる官能法の一種で臭気を含む空気だけ入っている袋を１

つと、普通の空気だけ入っている袋を２つの計３つの袋の中から、試験者に臭気の入っている袋を

当ててもらう方法である。 

 ６人以上の試験者によって行い、臭気を次第に薄めながら、不明又は不正解になるまでこれを繰

り返す。その結果を統計的に処理して何倍に薄めれば区別がつかなくなるかとの値を出し、その希

釈倍数を臭気濃度とする。（上下２つをカットし残り４つの希釈倍数を言う） 

 

【ごみ質】 

［ごみ質］ 

 水分、見掛け比重、内容組成（物質組成）元素組成、発熱量（低位）などで表示されるごみの物

理的、化学的性質の総称である。 

 都市ごみの場合、ごみ質は季節、天候、排出する住民の生活様式、排出地域の特性などによって

異なるほか、ごみの収集方式、処理、処分の方法の相違等によっても異なる。 

 このため、ごみ処理施設の計画や設計、或いは運転管理等適正に行うためにはごみ質を十分把握

する必要がある。 

ごみ質の分析方法については、「一般廃棄物処理事業に対する指導に伴う留意事項について」（昭

和５２年１１月４日環整第９５号）に基づいて行う。 

 

 



［低位発熱量］ 

 燃料の単位量が完全燃焼するときに発生する熱量を高位発熱量（総発熱量）と呼び、低位発熱量

（真発熱量）とは、高位発熱量から水分の凝縮を差し引いた有効熱量を言う。 

【水質】 

［ＢＯＤ（生物化学的酸素要求量）］ 

 Ｂｉｏｃｈｅｍｉｃａｌ ｏｘｙｇｅｎ ｄｅｍａｎｄの略。河川水、廃水、下水などの汚濁の

程度を示すもので、有機物が微生物によって酸化される際に消費する酸素量を言う。数値が大きい

ほど汚濁が著しい。 

 

［ＣＯＤ（化学的酸素要求量）］ 

 Ｃｈｅｍｉｃａｌ ｏｘｇｅｎ ｄｅｍａｎｄの略。水質汚濁の指標であり、主として水中の有

機物が化学的に酸化される際に消費する酸素量である。数値が大きいほど汚濁が著しい。 

 

［ＰＨ（水素イオン濃度）］ 

 水素イオン濃度を表す指数でＰＨ７が中性で、これが７よりも小さければ酸性が強くなり、大き

くなればアルカリ性が強くなる。 

 

【その他】 

［環境影響評価（環境アセスメント）］ 

 事業の実施等が環境に及ぼす影響の程度と範囲、その防止策等について事前に調査・予測・評価

すること。 

 

［シミュレーション（模擬実験）］ 

 Ｓｉｍｕｌａｔｉｏｎ。大気汚染、水質汚染、地盤沈下等で用いられており、模擬実験や模擬計

算によって現状又は将来の汚染状況を再現予測し、その原因を定量的に推定する方法である。 

 

［健康項目］ 

 カドミウム、シアン、有機リン、鉛、クロム（六価）、砒素、総水銀、アルキル水銀、ＰＣＢを

示す。 

 

［重金属］ 

 比重の大きい金属で、比重４～５以上の金属をさす場合が多い。金、銀、銅、鉄、亜鉛、クロム、

バナジウム、カドミウム、水銀等がある。 

 

［一酸化炭素（ＣＯ）］ 

 炭素を含む燃料が不完全燃焼する際に発生し、主な発生源は自動車である。 

 一酸化炭素が体内に吸収されると血液中のヘモクロビンと結合して酸素の補給を妨げ貧血を起

こしたり、中枢神経を麻痺させたりする。 

 

［光化学オキシダント（Ｏｘ）］ 

 大気中の窒素酸化物や炭化水素が太陽の紫外線を受けて光化学反応（光のエネルギーによってお

こる化学反応）を起こして発生する二次汚染物質で、オゾン（Ｏ₃）を主成分とするアルデヒド（Ｒ

－ＣＨＯ）、ＰＡＮ（パーオキシアセチルナイトレート：Ｒ－ＣＯ₃ＮＯ₂）などの強酸化物質の総

称である。 

 オキシダントは、刺激性の混合ガスで目や喉に刺激を与え、植物を枯らしたりする作用があり、

光化学スモッグの原因物質と見られており、環境基準は「１時間値が０．０６ＰＰＭ以下であるこ

と」と定められている。 

 このオキシダントが原因で起こるいわゆる光化学スモッグは、日ざしの強い夏季に多く発生し、

目をチカチカさせたり、胸苦しくさせたりすることがある。 



 

［ＰＡＮ（パーオキシアセチルナイトレート：Ｒ－ＣＯ₃ＮＯ₂）］ 

 光化学オキシダントを形成する成分の一つで、光化学オキシダント中に占める割合は２～１０％

と言われている。 

 物理化学的な性状はあまり明白になっていないが、人間の目や喉に刺激を与え、植物にも有害で

ある。 

 

［炭化水素（ＨＣ）］ 

 炭素と水素とから出来ているものを炭化水素と言い、メタン、エタン、プロパン、アセチレン、

ベンゼン、トルエン等があり、有機溶剤や塗料、プラスチック製品等の原料として使用され、主と

して塗料、印刷工場、化学工場などのほかガソリンスタンド等貯蔵庫タンクからも発生するほか、

自動車等の排気ガスにも含まれている。窒素酸化物とともに光化学オキシダントの原因物質の一つ

である。 

 

［ＰＰＭＣ］ 

 メタン以外の炭化水素の濃度をメタンの濃度に換算して１００万分の１で表した単位。 

 

［有効煙突高］ 

 排出口から排出された煙は、排出口を出るときにある速度と温度を持っている。したがって排出

ガスの運動による上昇分と周囲の大気との温度差による浮力上昇分があり、この分を実煙突高に加

えたところから拡散することになるので、この補正した煙突高を有効煙突高と言う。 

 

［Ｋ値規制］ 

 施設ごとに煙突の高さに応じた硫黄酸化物許容排出量を求める際に使用する大気汚染防止法で

定められた定数である。Ｋ値は地域ごとに定められており、施設が集合して設置されている地域ほ

ど規制が厳しく、その値も小さい。 

 

［総量規制］ 

 環境基準を達成するための容量以内で、その地域にある工場等の排出源に排出量等を割り当て、

工場等を単位として規制すること。現在、大気汚染防止法（硫黄酸化物と窒素酸化物）水質汚濁防

止法（ＣＯＤ）に基づく総量規制がある。 

 

［重量濃度規制方式］ 

 温度が０℃で圧力が１気圧の状態に換算した乾き排ガス（水分を含まないガス）１㎥の中に含ま

れる重量により規制する方式、ばいじんはｇ／Ｎ㎥有害物質（窒素酸化物を除く）はｍｇ／Ｎ㎥Ｄ

で表す。 

 

［標準酸素濃度補正方式］ 

 「濃度補正」方式の欠陥は、汚染物質を希釈して排出基準を遵守出来ることである。 

 これを防止するため、排ガス中の残存酸素濃度と法律で定められた基準酸素濃度とによって汚染

物質の濃度を補正する規制方式を言う。 

 現在、ばいじん、窒素酸化物及び廃棄物焼却炉からの塩化水素についてはこの方式による濃度規

制方式が行われている。 

 

［上乗せ基準］ 

 大気汚染防止法第４条第１項及び水質汚濁防止法第３条第３項に基づき、都道府県が国の定める

一律の排出（水）基準にかえて適用するもので、政令で定める排出（水）基準より厳しい基準を言

う。 

 



［大気拡散］ 

 気体の内部に部分的に濃度（密度）差があると、均一化の方向に向かう性質があるが、このよう

な物質移動を拡散と言う。 

 煙突から排出された煙や排ガスは、風によって運ばれながら、周辺の大気と混合し、拡散、希釈

される。この拡散、希釈に作用する因子としては、「風速」と「乱れ」がある。 

 地表最大濃度は、風速及び有効煙突高の自乗に反比例し、排出量に正比例する。 

 

［大気安定度］ 

 大気の成層の状態を表す指標で、上層の気温が低く、下層の気温が高いときは上層気流が起こり

やすいので、このような状態を不安定、そうでない場合は安定と言う。 

 大気が不安定のときは煙の幅は大きくなり、大気が安定のときは、煙拡がり幅は小さくなる。し

たがって、煙源から排出された煙は、不安定なときは煙源近くに、安定のときはそれより遠くに最

大着地濃度が出源する。 

 

［ダイオキシン類］ 

 炭素と水素と酸素及び塩素からなる化学物質であり、塩素の結合の仕方で２１０種類の異性体が

ある。 

 ダイオキシン類の中で、２、３、７、８－ＴＣＤＤが最も毒性が強い。 

 都市ごみ焼却においては、炭化水素と塩化物の結合により生成されるものであり、完全燃焼によ

り発生を抑制できる。 

 

［ＴＥＱ（毒性等量）］ 

 ダイオキシン類の異性体の毒性を２、３、７、８－ＴＣＤＤの毒性を１として、各異性体の毒性

を毒性等価係数（ＴＥＦ）により換算した量。各異性体に濃度とＴＥＦの積を求め、これを総和し

たものをダイオキシン類濃度のＴＥＱ換算値と言う。 


